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研究成果の概要（和文）： 健康状態に関連して、習得した行動ができなくなることを理解し、代替機能を習得する過
程は、程度の違いはあれ、多くの哺乳類が経験し、非言語的手続きで問題解決を図る。本計画では、チンパンジーを主
な対象とし、代替機能の発見・習得に関わる認知機能を実験的に検討した。その結果、行動の獲得・喪失にともなう情
動的・認知的行動の発現は動物種ごとの関係性の理解の深さと関連していると示唆された。また野生チンパンジーには
、複雑な手足の組み合わせ動作によって麻痺した左手の代替機能を習得する行動の柔軟性があった。ヒトは行動の高い
柔軟性により多様な健康状態が実現しており、ヒト以外の動物にもその萌芽を認めることができる。

研究成果の概要（英文）：   Most of mammalian species experience the health problems of physical condition,
 in which non-human animals are required to learn the malfunction of behavior they acquired and to solve a
 problem to re-acquire an alternative. The present study mainly conducted the experiments in order to exam
ine behavioral plasticity of captive chimpanzees over acquiring alternative behavior by manipulating level
s of difficulty in several cognitive and social tasks. A series of study suggested that animals showed emo
tional and social behaviors during solving a task corresponding to the depth of understanding the relation
ship between a problem to be solved and difficulty level of it. Moreover, wild chimpanzees showed behavior
al flexibility by acquiring more complex arm-foot combination in learning an alternative function of paral
yzed left arm for water drinking. The notion that human are characterized as well adapted to environment i
n health problem can be expanded to those of non-human animals.
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１．研究開始当初の背景 
WHO（世界保健機関）はその憲章前文のな

かで、「健康」の定義を「完全な肉体的、精
神的、信条的及び社会的福祉のダイナミック
な状態であり、単に疾病又は病弱の存在しな
いことではない。」としている。病気などの
身体的問題を、医療に加えて心理的／社会的
取り組みの中で改善・解消する程度が健康の
状態と言える。ヒトでは行動の高い柔軟性に
より多様な健康状態が生じるとの指摘があ
る（Bateson ら,2004）。 
一方で動物の健康は、動物福祉や環境エン

リッチメント（飼育環境の豊穣化）の観点か
ら行動学的に研究されてきた。物理的、社会
的、認知的な環境要素の重要性が分かってき
たが（Morimura,2006）、各要素は個別に議論
されており、実験的な比較研究も皆無である。 
病気やケガによって失った機能を取り戻

すことや失ったものの代替機能を発見・習得
することに認知機能が深く関わる。社会交渉
は、機能向上や回復の過程に影響及ぼす要因
のひとつである。身体機能の一時的・慢性的
喪失の影響は、認知能力や社会的能力の低下
だけではないだろう。健康の定義にあるよう
に、喪失の結果として獲得される機能に光を
当てることが重要である。 
 

２．研究の目的 
 そこで本研究では、社会実験研究が可能な
チンパンジー1集団（16 個体）を中心に、「で
きたことができなくなること（喪失）」と「で
きなかったことができるようになること（獲
得）」の 2文脈を生活場面で設けた。物理的・
社会的環境を統制し、さらに様々な難易度の
認知課題を提示することで喪失と獲得の場
面を実験的に作った。機能回復・代替法を発
見する過程を、特に情動表出、活動性、社会
交渉の観点から分析することを目的とした。 
さらに、動物園で飼育されているほ乳類 3

種の行動観察をおこない、代替法の発見の種
差について検討した。 
 

３．研究の方法 
 熊本サンクチュアリで飼育されているチ
ンパンジー59 個体について、認知・社会実験
を実施した。まず、1 つの運動場で実験をお
こない、情動表出、活動性、社会交渉を記録
した。次に、同一集団について、最大 3カ所
の運動場をつなげて動物が空間・社会関係を
調整できる条件で実験を実施した。 
a）パズル実験：運動場の格子面にバナナ片
９個を等間隔で配置し、獲得の方略を問うた。 
b）道具使用実験：枝などを道具として使用
することで食物を取り出すことができる「杵
突きフィーダー」を屋外運動場（1 カ所）に
設置した。食物の取り出し口の形状を変えて、
入手不可の条件から大きな穴から手で全て
の食物得られる条件まで5段階に分けて提示
した。 
c）コンピューター課題実験：タッチパネル

モニタを屋外運動場（1 カ所）に設置した。
２選択の同時弁別・見本合わせ課題とその逆
転弁別課題を被験体の理解に応じて提示し
た。 
d）社会的実験：集団構成が 1 群 5～15 個体
で変動する「離合集散エミュレーション」を
実施した。被験体のチンパンジーは、個体構
成の変動に伴って社会関係が変化する状況
で、認知課題を遂行することが求められた。  
 
さらに、環境要因や種差を検討するために、

国内 3箇所の動物園でチンパンジー、ニホン
ザル、ゾウの行動観察を実施した。実験操作
が難しいため、外気温に対する体温調整行動
について調べた。また計画にはなかったが、
左腕を麻痺した野生チンパンジーの道具使
用行動の事例を観察する機会を得たことか
ら、運動機能の喪失にともなう機能回復につ
いて分析した。 
 
４．研究成果 
①パズル実験 
 3m四方に広がる9個のバナナ片を取る方略
は個体ごとに異なった。課題に参加する方略
には生育歴が強く影響するにもかかわらず、
課題を解く方略には生育歴の影響がないこ
と、不安の情動表出によって成績が低下する
ことが明らかとなった。また、空間を区切り
チンパンジーが認知課題を解く場所を選ぶ
ことができる条件の方が、選ぶことができな
い条件よりも課題の正答率は高かった。この
ことは、代替法を見つけるには問題への主体
的な関わりが重要であり、できなくなる過程
には情動的な特性が関与することを示した。 
②道具使用実験 
 透明な円筒チューブに詰めた果物を上か
ら手や棒などの道具を使用して食物を入手
する杵突きフィーダーを提示した。食物を取
り出す穴を小さくすることで難易度が変化
した。パズル実験同様に道具使用においても
課題に参加する方略は個体ごとに異なり、生
育歴が影響することが分かった。食物の獲得
においては情動表出や他個体との社会交渉
は乏しかったが、難易度が上がり食物の獲得
が難しくなると緊張を表す発声出現し、課題
遂行が困難になる過程で情動的な特性が関
与することを示した。 
③コンピューター課題実験 
 習得の容易な順に、2 選択の同時弁別→見
本合わせ課題→その逆転弁別課題の課題を
提示し、難易度を下げる場合はこの逆の順序
で課題を提示した。課題を解く方略には生育
歴の影響はなく、他の課題と同様に成績の低
下によって不安の情動表出がともなった。 
④社会的実験 
 3 つの認知課題と平行して、社会的環境を
操作するために 1～3 集団、1 集団あたりの
個体数を 5～15 まで変化する「離合集団エミ
ュレーション」を実施した。このように集団
構成が変動する集団では、社会交渉（特に親



和的交渉）の頻度が全般的に高まることが、
他の国内チンパンジー飼育施設との比較か
ら明らかになった（図 1）。 

 図１．社会交渉の総持続時間は交渉の親密
さと正の相関を示し、離合集散する集団［KS］
で社会交渉が増加した。 
 
 認知課題の遂行に、離合集散エミュレーシ
ョンは強く影響した。また全般的な傾向とし
て、課題の難易度が上がると社会交渉の頻度
も増加した。このことは課題遂行における問
題の解決に社会的関係を結びつけるチンパ
ンジーの行動傾向を示唆した。 
⑤ほ乳類 3種における体温調整行動 
 国内 3カ所の動物園で、ゾウ、ニホンザル、
チンパンジーの行動観察を実施した結果、そ
れぞれの種で外気温に応じた体温調整と考
えられる行動が確認された。外気温は季節に
応じて変動し、動物の活動性に影響を与え、
いずれの種でも夏の暑さと冬の寒さによっ
て活動性が低下した。このような外部気温に
よる行動の抑制では、認知課題の難易度上昇
における行動抑制とは異なり、観察個体の情
動的表出をともなうことはなかった。こうし
たことから、それまでできたことができなく
なる喪失の過程には、情動表出や社会交渉を
刺激するものと刺激しないものとがあるこ
とが示唆された。 
⑥野生チンパンジーの代替行動の獲得 
 ギニア共和国ボッソウに生息するチンパ
ンジーの中で左腕が麻痺をして使うことが
できない雌チンパンジー［Fn］がいた。Fn の
水飲みにともなう葉スポンジの道具製作に
おいて、麻痺した左腕の機能を補完する行動
が観察された。しばしば複数の葉をちぎり取
って葉スポンジを製作する（図 3）。高い位置
にある木の葉を右手で複数枚入手するため
に、Fn は右手で枝を引き寄せ右足で保持し、
麻痺した左腕を振るように前方に投げ出し
て枝を掴み体に引き寄せた。それによって右
手で一度に複数の葉をちぎり取ることに成
功した（図 4）。健常であれば右手を伸ばして
葉を複数枚もぎ取るだけの単純な動作を、Fn
は右手・右足・左手を組み合わせて実現した。
このことからチンパンジーは、複雑な手足の
動作によって失われた腕の代替機能を習得

して道具使用を維持する能力があることが
示された。 

図 3．右手と右足を用いて枝を引き寄せた。 

図 4．左右の手［R/LH］、左右の足［R/LF］を
組み合わせて木の葉を取る動作の模式図 
 
 一連の研究から、ヒト以外の動物には、非
言語の手続きを通じて代替機能を習得する
行動の柔軟性があることが明らかになった。
ヒトは行動の高い柔軟性により多様な健康
状態が実現しており、ヒト以外の動物にもそ
の萌芽を認めることができる。獲得と喪失の
実験的手法を通じて、健康という個体に帰属
する問題が社会という集団に帰属する過程
を経て解決される現象の進化的起源につい
て、ヒトを含めた動物で行動学／比較認知科
学の立場から検討する枠組みを構築した。 
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